
（９）機用品蔵入等承認申請の改善

第1６回 第7次NACCS合同作業部会（WG） 資料

2022年９月15日
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社



1. 案件概要
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区 分 概 要

１．検討項目 機用品蔵入等承認申請の改善

２．変更要望 機用品蔵入等承認申請時に、ワシントン該当品はCITES輸出許可書等※を提出する必要があるが、現
在の「機用品蔵入等承認申請事項登録（CTA）」業務では入力項目「他法令」にワシントン該当品であ
ることを申請するコードがないため、入力項目「他法令」にワシントン該当品であることを申請するコードを新た
に追加したい。

※CITES輸出許可書等：輸出国のワシントン条約管理当局が発行した輸出を許可する書類
（CITES輸出許可書・再輸出証明書・条約適用前証明書・繁殖証明書・商品見本証明書）

３．次期仕様 ①「機用品蔵入等承認申請事項登録（CTA）」業務の入力項目「他法令」に「WA：ワシントン該当」の
入力を可能とする。
②「機用品蔵入等承認申請事項登録（CTA）」業務の入力項目「他法令」にワシントン該当に係るコー
ドが入力されている際、機用品蔵入承認申請時に、通関関係書類の提出要否判定処理を行う機能を追
加し、帳票に原紙提出要を出力する。
③「機用品蔵入等承認申請照会（ICT）」業務における出力項目に「審査検査区分識別」を追加し、通
関関係書類の提出要否判定結果を照会可能とする。



2. 現行仕様
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CTA業務画面現行

「機用品蔵入等承認申請事項登録（CTA）」業務の入力項目「他法令」にワシントン該当品であることを申請するコードがない。

「機用品蔵入等承認申請事項登録（CTA）」業務における
入力項目「他法令」にワシントン該当品であることを申請する
コードがない。



3. 次期仕様
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変更概要①
「機用品蔵入等承認申請事項登録（CTA）」業務の入力項目「他法令」に「WA：ワシントン該当」の入力を可能とする。

CTA業務画面次期

以下の業務における入力項目「他法令」にコード「WA」を入力
可能とする。

・「機用品蔵入等承認申請事項登録（CTA）」業務
・「機用品蔵入等承認申請変更事項登録（CTA01）」業務



3. 次期仕様
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輸入申告と同様、既存の出力項目「審査検査区分識別」
の4桁目に通関関係書類の提出要否判定結果を出力する
ため、帳票の出力項目桁数等に変更なし。

【出力対象帳票】

機用品蔵入等承認申請（CTC）業務
・機用品蔵入承認通知情報兼申請控情報（AAD14J）
・機用品蔵入承認通知情報（保税運送承認通知情報兼用）兼申請控情報
（AAD14G）
・機用品総保入承認通知情報兼申請控情報（AAD16J）
・機用品総保入承認通知情報（保税運送承認通知情報兼用）兼申請控情報
（AAD16G）
・機用品蔵入承認申請控情報（AAD24C）
・機用品総保入承認申請控情報（AAD26C）

機用品蔵入等承認申請変更（CTE）業務
・機用品蔵入承認申請内容変更控情報（AAD24E）
・機用品総保入承認申請内容変更控情報（AAD26E）

機用品蔵入等承認申請審査終了（CTX）業務
・機用品蔵入承認通知情報（AAD24J）
・機用品蔵入承認通知情報（保税運送承認通知情報兼用）（AAD24G）
・機用品総保入承認通知情報（AAD26J）
・機用品総保入承認通知情報（保税運送承認通知情報兼用）（AAD26G）

変更概要②
「機用品蔵入等承認申請事項登録（CTA）」業務の入力項目「他法令」にワシントン該当に係るコードが入力されている際、機
用品蔵入承認申請時に、通関関係書類の提出要否判定処理を行う機能を追加し、帳票に原紙提出要を出力する。

次期



3. 次期仕様
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変更概要③
「機用品蔵入等承認申請照会（ICT）」業務における出力項目に「審査検査区分識別」を追加し、通関関係書類の提出要
否判定結果を照会可能とする。

次期現行

機用品蔵入等承認申請照会情報（AAD609）の出力項目に「審査検査区分識別」を追加し、出力情報コードの枝番を1あげる


